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自分の思いをもって

自分らしく

WELCOME

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「本日は双羽幼稚園の入園説明会にお越しいただき、ありがとうございます。
本園の園長をしております、園木彩子と申します。
どうぞよろしくお願いいたします。

今日は、園の制度や決まりだけではなく、�双羽では子どもたちがどんなふうに過ごし、どんな育ちを大切にしているのかを中心にお話ししたいと思います。

さて、今年度、私たちが大切にしている言葉は、『自分の思いをもって、自分らしく』　です。

早速ですが、子どもたち一人ひとりの「やってみたい」を大切に育てる双羽の保育について、
お話していきたいと思います。
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TODAY’S TOPICS

01 双羽幼稚園が大切にしていること

02 双羽の保育をのぞいてみる

03 園と家庭で一緒に

最後に・・・・

「自分のことが好き」といえる子に

◆ 質問タイム 気になること等何でもどうぞ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「今日は大きく3つのお話をします。
まず、双羽幼稚園が何を大切にしている園なのか。
次に、実際の保育を少しのぞいてみます。
そして最後に、園と家庭で一緒に子どもを育てていくということについてお話しします。
最後は、私たちが目指している子どもの姿につなげたいと思います。」
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ともに育ち合い
よりよく生きる

01 双羽幼稚園が大切にしていること

こどもを
まんなかに

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「双羽幼稚園の基本理念は、

『ともに育ち合い、よりよく生きる』です。

私たちは、本園で育つのは「子どもだけ」とは考えていません。
子どもと先生、子ども同士、そして園と家庭も、一緒に育ち合っていく。
その中心にいるのが子どもたちです。
だからこそ、まず『こどもをまんなかに』ということを大切にしています。」
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3歳児

自信満々の小さな挑戦者

4歳児

ぶつかり合いながら仲間とつながる

5歳児

仲間と力を合わせてやり遂げる

01 双羽幼稚園が大切にしていること

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「3歳から5歳にかけて、子どもたちの世界は少しずつ広がっていきます。

3歳は、『お兄さん、お姉さんになった』という気持ちも芽生え、いろいろなことに挑戦していきます。

4歳になると、友達の存在が大きくなってきます。�その分、ぶつかることも増えてきます。

そして5歳になると、友達とアイデアを出し合ったり、力を合わせたりしながら、一つのことをやり遂げる経験が増えていきます。

もちろん、みんなが同じペースで育つわけではありません。

その子らしい育ちを大切にしながら、その時々の『やってみたい』を支えていきます。」
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02 双羽の保育をのぞいてみる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「ここから、双羽の保育について具体的にお話しします。

本園では、�『50の文字を教えるより、100の「なんだろう？」を育てたい』�という言葉を保育の方針にしています。

文字や数を覚えることを否定しているわけではありません。

それ以上に幼児期に大切にしたいのが、�『なんだろう？』と思うこと、そして『やってみたい』と思うこと。

その気持ちを大切にしています。」
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02 双羽の保育をのぞいてみる

子どもが「やってみたい」と思えるために

子どもが自分で考え、試してみる時間を大切にしています。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、子どもたちが「やってみたい」と思えるために、保育者は何をしているのでしょうか。

まずは、子どもたちが「やってみたい」と思えるような環境をつくり、一人ひとりの姿を見ています。
「もう少し自分で考えてみたらできそうだな」というときには、すぐに答えをおしえずに、見守ります。
反対に「ここは少し手を添えたほうがいいな」というときには、必要なところだけ支えます。
�子ども自身が考えたり、試したりする余地を残しながら必要なときには支える。

それが私たちが大切にしている保育者の役割です。

「環境をつくる」「子どもが選ぶ」「保育者が見守る」「必要なときに支える」
そんな関わりを大切にしています。

こうした保育を、一般的には「自由保育」と呼ぶことがあります。
でも、私たちが大切にしているのは、「自由にさせること」ではありません。�子どもが自分で選び、考え、やってみること。そして、その経験を保育者が支えていくことです。
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02 双羽の保育をのぞいてみる

「自分で」

自分で選ぶ

自分で決める

「できた！」

自分でやってみて、

できた喜びを感じる

「見てて！」

誰かと気持ちを

共有する・認めてもらう

「やってみたい」が育っていく

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、こうした保育の中で、子どもたちには、どんな経験が積み重なっていくのでしょうか。
私たちは、子どもたちの中に、3つの経験が積み重なっていくことを大切にしています。

一つ目は、「自分で」。
自分で遊びを選ぶ。�自分でどうするかを決める。

この写真は、４歳児の６月頃の様子です。

積み木コーナーで坂道を作って物を転がして遊んでいた子どもたち。�その姿を見て、保育者が「これを工作遊びにもつなげられそうだな」と考え、子どもたちが自由に使えるように、段ボールや空き箱などを用意しました。
すると子どもたちは、早速、空き箱を切ったり貼ったりしながら、自分たちでスロープを作り始めました。
まず、ここに「自分で」があります。

二つ目は、「できた！」。

ところが、作っているうちにスロープの縁が広がって玉が転がり落ちてしまいます。
「どうしたらいいんだろう？」
そこで、保育者が「縁が広がらないようにベルトみたいにしてみたらどうかな」と提案しました。
すると、子どもたちは「やってみよう」と厚紙をベルト状に切って、ガムテープで止めていきました。今度はうまくいきました。
ここに「できた！」があります。

そして三つ目が、「見てて！」です。

そして、出来上がったスロープを、段ボールを使って斜めに設置して早速、玉を転がしてみます。
「先生、見てて」�ここに「見てて！」があります。

でも、まだ途中で止まってしまいます。
「なんでうまくいかないんだろ？」
そこからは、友だちと一緒に試したり、直したりしながら、何度も工夫していきました。
そして最後には、ゴールまで玉を転がすことができました。

一つの遊びの中に、
「自分で選ぶ」
「やってみる」
「うまくいかなかったら考える」
「誰かと一緒にやってみる」
「できたことを誰かと一緒に喜ぶ」

そんな経験がたくさん詰まっています。
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02 双羽の保育をのぞいてみる

やってみる
↓

考える
↓
試す
↓

伝え合う
↓

またやってみる
・
・
・

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「子どもにとって、遊びはただ楽しいだけの時間ではありません。

『どうしたらできるかな』と考えたり、�『こうしてみよう』と試したり、�うまくいかなければまたやり直したりします。

大人から見ると『なんでもない遊び』の場面の中に、
�考える、試す、表現するという学びがあります。

だから私たちは、子どもが何をしているかをよく見て、その遊びが深まっていくように環境をつくっています。」
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02 双羽の保育をのぞいてみる

ひとりで
やってみる

↓

一緒に

やってみる

↓

力を合わせて

やり遂げる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここまで、「自分で選ぶ」「やってみる」という経験についてお話ししてきました。
そして、3歳、4歳、5歳と育っていく中で、子どもたちの「やってみたい」は、少しずつ形を変えていきます。

3歳頃は、まず「自分でやってみたい」。
4歳頃になると、「一緒にやってみたい」という気持ちが少しずつ生まれてきます。
そして5歳頃になると、友達と一緒に考えたり、力を合わせたりしながら、「みんなでやり遂げたい」という思いにつながっていきます。

もちろん、いつも順番通りに進むわけではありません。�一人でやってみることも大切ですし、友達とぶつかったり、思いが合わなかったりすることもあります。
そうした経験も含めて、少しずつ仲間との関わりが深まっていきます。

ここで、5歳児の実際の姿を一つご紹介します。
これは、9月頃の子どもたちの様子です。
自由に使えるように置いていた段ボールや空き箱を使って、何人かの子どもたちが積み上げる遊びを始めました。
積んでは崩れ、また積んでは崩れ……。
最初はなかなか高く積むことができませんでしたが、何度も繰り返すうちに、�「ここを大きい箱にした方がいい」�「こっちを下にしたら安定する」�といったように、少しずつ高く積むコツをつかんでいきました。
そして、遊びを続ける中で、�「これ、運動会でやってみよう」�ということになりました。

そこから、今度はチームに分かれて、どこまで高く積み上げられるかを競う競技へと発展していきました。
最初は、ただ「積んでみたい」という遊びだったものが、�友達と一緒に考え、工夫し、そして「運動会でやろう」という共通の目的をもって、みんなで取り組む活動へと変わっていきました。

5歳児になると、こうした「自分がやりたい」だけではなく、�「友達と一緒にやりたい」�「みんなでやり遂げたい」�という思いが、少しずつ育っていきます。
私たちは、こうした子どもたちの思いの変化も大切にしながら、一人ひとりの「やってみたい」を支えています。
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02 双羽の保育をのぞいてみる

育てる

収穫する

料理する

味わう

そして、

食べることを、もっとたのしく
「なかよし給食」

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
食べることも、生活の大切な一部です。

畑で育てて、収穫して、料理して、味わう。

『これ、畑で採った野菜だね』という経験があるからこそ、食べることへの興味にもつながります。
これも、私たちが大切にしている『やってみたい』の一つです。
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02 双羽の保育をのぞいてみる

登園

友だちと遊ぶ

食事

午後の遊び

降園

お昼寝
（必要に応じて）

好きな遊び

サークルタイム

自分で選ぶ

やってみる

一緒に楽しむ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さて、ここまでの話を、実際の一日の中で見てみたいと思います。

双羽の一日は、決められた活動を順番にこなしていくというより、生活と遊びがつながった一日です。

登園して、自分がやりたい遊びを見つける。
友達と遊んだり、先生と関わったり、食事をしたり、また遊んだり。

その中で、一人ひとりの興味や人との関わりが広がっていきます。

私たちが大切にしているのは、「一日の保育で何を教えたか」ではなく、�「一人ひとりの子どもたちが、どんなことに興味をもって遊んでいたか」です。
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03 園と家庭で、一緒に

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
当然ながら、子どもの育ちは、園だけで完結するものではありません。

園で見せる姿と、ご家庭で見せる姿は違うこともよくあります。

だからこそ、お互いに子どもの姿を伝え合いながら、一緒に考えていきたいと思っています。

子育ての中で困ったときには、�『こんなこと相談していいのかな』と思わずに、ぜひ園に話してください。

一緒に子どもの育ちを見ていきましょう。
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03 園と家庭で、一緒に

認定・保育時間
保育料

休園日・長期休業 土曜保育

給食・食費 制服・持ち物 その他

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、入園にあたって知っておいていただきたいことです。

認定による利用時間や休園日、給食、持ち物などについては、別紙にまとめています。

今日ここですべてを詳しくお話しすると、どうしても保育の話が少なくなってしまいますので、あとでご家庭で確認していただければと思います。

特に、令和９年度からはスクールバスの運行はなくなります。この点につきましては、入園を検討される条件のひとつとなるかと思いますので、お知らせしておきます。

その他、分からないことがあれば、いつでも園に聞いてください。」
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おわりに

自分で選んで、
やってみて、
仲間とともに育っていく。

明るく。

たくましく。

創造性豊かに。

「自分のことが好き」といえる子に。

ともに育ち合い、 よりよく生きる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「今日お話ししたことを一つの言葉にすると、私たちが目指しているのは、�『自分のことが好き』と言える子どもです。

自分で選んでみた。
やってみた。
失敗したけれど、もう一度やってみた。
友達と一緒にやってみた。
『先生、見てて』と言って、見てもらった。

０歳、１歳、２歳の頃には、
「この先生なら大丈夫」
「ここなら安心」
という経験を重ねる。

そして３歳、４歳、５歳になると、
「自分でやってみよう」
「友だちと一緒にやってみよう」
という気持ちが少しずつ広がっていく。


そういう毎日の小さな経験が、�『自分って、けっこういいな』�『やってみても大丈夫だな』
という気持ちにつながっていくのだと思っています。

子どもたち一人ひとりの『やってみたい』を大切にしながら、私たちも一緒に育ち合っていきたいと思っています。
本日はありがとうございました。」
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